
JR 関西本線・近鉄伊賀線など
公共交通機関をご利用ください

　

　
　
　
　

　公共交通機関は地域の皆さ
んの重要な交通手段です。
　便利で乗りやすい乗り物と
するために、公共交通機関を
積極的に利用しましょう。　
　一人ひとりの実践が大きな
効果につながります。
 近鉄伊賀線利用促進に関する標語

  伊賀線に  乗ってしみじみ

　　　　　　　　伊賀のよさ

【問い合わせ】
本庁企画調整課☎ 22-9621

地域安全コーナー地域安全コーナー地域安全コーナー
　

年
末
年
始
は
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
狙
っ
た
強

盗
、
買
い
物
客
を
狙
っ
た
置
き
引

き
や
ひ
っ
た
く
り
、
遠
方
へ
の
帰

省
時
を
狙
っ
た
空
き
巣
な
ど
の
事

件
や
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

○
車
内
や
自
転
車
の
か
ご
、
手
押

し
車
に
貴
重
品
を
置
か
な
い
。

○
バ
ッ
グ
な
ど
は
必
ず
腕
を
通
す

か
、た
す
き
が
け
に
し
て
持
ち
歩
く
。

○
金
融
機
関
か
ら
の
帰
り
に
は
、

周
囲
に
気
を
つ
け
、
多
額
の
現
金

　
　
　
　
　

本
庁
浄
化
セ
ン
タ
ー

市
直
営
し
尿
の

12
月
臨
時
収
集
日

を
持
ち
歩
か
な
い
。

○
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
で
も
確
実

に
戸
締
ま
り
を
し
て
、
不
審
者
を

見
か
け
た
ら
警
察
に
通
報
す
る
。

○
暗
く
て
人
通
り
の
少
な
い
道
路

を
歩
か
ず
、
交
通
量
の
多
い
明
る

い
道
を
選
ぶ
。

○
忘
年
会
な
ど
飲
酒
の
機
会
に
は

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
飲
む
な
ら

乗
る
な
」
を
徹
底
す
る
。

以
上
の
こ
と
に
気
を
つ
け
、
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

伊
賀
警
察
署
☎
21
・
０
１
１
０

　

名
張
警
察
署
☎
62
・
０
１
１
０
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お
知
ら
せ

　

市
直
営
し
尿
の
12
月
の
臨
時
収

集
日
は
、既
に
配
布
し
て
い
る「
平

成
18
年
度
し
尿
収
集
作
業
日
程
計

画
表
」
の
と
お
り
12
月
26
日
㈫
・

27
日
㈬
・
28
日
㈭
の
３
日
間
で
す

の
で
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
臨
時
収
集
が
必
要
な
方

（
12
月
の
定
時
収
集
後
、
年
明
け

ま
で
槽
が
も
た
な
い
方
）
は
12
月

20
日
㈬
ま
で
に
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
収
集
日
の
指
定
や
20
日

以
降
の
収
集
依
頼
は
収
集
ル
ー
ト

の
都
合
に
よ
り
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

今月の納税
固定資産税　　 （３期）
国民健康保険税（７期）

納期限
１２月２５日（月）

納期限内に納めましょう

　

年
始
は
１
月
４
日
㈭
か
ら
平
常

ど
お
り
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
21
・
２
１
０
９

　
　
　
　
　

  

選
挙
管
理
委
員
会

明
る
い
選
挙
の
推
進

︵
三
な
い
運
動
︶

　

12
月
は
明
る
い
選
挙
推
進
強
調

月
間
で
す
。
県
内
有
権
者
に
対
し

て
「
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
（
三さ

ん

な
い
運
動
）」
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
三
な
い
」
と
は
、
政
治
家
の

寄
附
に
つ
い
て
「
贈
ら
な
い
、
求

め
な
い
、
受
け
取
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、「
三
な

い
運
動
」
と
は
、
公
職
選
挙
法
の

規
定
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る

寄
附
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ

う
と
い
う
運
動
で
す
。

　

公
職
選
挙
法
で
は
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
日
常
の
つ
き
あ
い
と
し
て

一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
寄
附
で
あ

っ
て
も
、
政
治
家
は
こ
れ
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
政
治
に
携

わ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
有

権
者
一
人
ひ
と
り
が
認
識
を
深

め
、自
覚
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受

け
取
ら
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

公
正
か
つ
適
正
な
選
挙
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

▼
寄
附
と
は

・
町
内
会
の
集
会
や
旅
行
な
ど
の

催
し
物
へ
寸
志
や
飲
食
物
の
差
し

入
れ
を
す
る

・
入
学
・
卒
業
・
就
職
・
出
産
な

ど
の
お
祝
い
に
金
品
を
贈
る

・
花
輪
や
供
花
を
贈
る

・
地
域
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

飲
食
物
の
差
し
入
れ
を
す
る
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

伊
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会

伊
賀
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

☎
22
・
９
６
０
１

　犯罪被害の防止と
　 交通事故について

【運動期間】
　１２月１１日～２０日
【運動の重点】
①飲酒運転の根絶
②高齢者の交通事故防止
③後部座席を含むシート
ベルトとチャイルドシー
トの正しい着用の徹底
【問い合わせ】
　本庁市民生活課
　　☎２２－９６３８

年末の交通安全県民運動

　  市議会がパブリック
　    コメントを募集します
　【概要】議員・議会の活動原則、
　市民参加型議会の推進などを
　定めた伊賀市議会基本条例の
　制定。　
　【期間】１２月１４日（木）必着
　【閲覧詳細】議会事務局・各支
　所総務振興課に資料を用意し
　ます。また、伊賀市ホームペー
　ジをご覧ください。　　　　
　【問い合わせ】市議会事務局
　　　　　　　    ☎ 22-9687
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教
育
委
員
会
島
ヶ
原
分
室

島
ヶ
原
文
化
芸
術
ま
つ
り

成人式にご出席ください
　新成人の皆さんの前途を祝福し、成人
式を開催します。
　対象者は昭和 61 年 4 月 2 日から昭和
62 年 4 月 1 日までに生まれた方です。
10 月 31 日現在、伊賀市に住民登録のある方に
は 12 月初旬に案内状を発送します。
　なお、伊賀市出身で、現在、学校や就職など
で転出している方もご出席いただけます。ふる
さとの成人式にぜひご出席ください。

【と　き】　平成 19 年 1 月 8 日㈪・㈷
　　　　　受付　午後 0 時 30 分～
　　　　　開式　午後 1 時

【ところ】　伊賀市文化会館　さまざまホール
【内　容】　
■ビデオメッセージ
　新成人が中学校時代にお世話になった先生方
からのお祝いのメッセージを収録したビデオレ
ターを成人式会場のスクリーンに放映します。
■記念式典
■成人式記念講演会・市民大学講座（下記を参照）

【その他】　駐車場が限られており、混み合うこ
とが予想されますので、乗り合わせまたは公共
交通機関などでご来場ください。三重県伊賀庁
舎北側駐車場を臨時駐車場とし、送迎車を運行
しますのでご利用ください。
●送迎車運行のご案内●

（行き）三重県伊賀庁舎駐車場発 午後 0 時 10 分
　　　  午後 1 時 50 分 ( 市民大学講座参加者用 ) 

（帰り）伊賀市文化会館発　　　午後 4 時 10 分
　成人式記念講演会・市民大学講座

【と　き】　平成 19 年 1 月 8 日㈪・㈷
　　　　　午後 2 時 20 分～ 3 時 50 分

【ところ】　伊賀市文化会館　さまざまホール
【講　師】　バルセロナオリンピック柔道
　　金メダリスト　古賀稔彦さん

【演　題】　『人生の教科書』
【申込方法】新成人の方は申し込み
不要です。新成人以外の方は、先
着 300 人に整理券を配布します。
参加無料でお 1 人 2 枚まで。教育
委員会生涯学習課まで直接申し込みに来ていた
だくか、申込者名・返信先住所・電話番号・必
要枚数を記入し、80 円切手貼付の返信用封筒を
同封の上、郵便でお申し込みください。

【申込期間】12 月 13 日㈬～ 27 日㈬
【問い合わせ】
　〒 518-8501　伊賀市上野丸之内 116 番地
　伊賀市教育委員会生涯学習課　☎ 22-9679

　
　
　

  

教
育
委
員
会
阿
山
分
室

野
田
淳
子
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　

教
育
委
員
会
阿
山

分
室
と
あ
や
ま
人
づ

く
り
市
民
会
議
で
は

青
少
年
健
全
育
成
を

推
進
す
る
た
め
、
命

の
尊
さ
や
人
を
思
い
や
る
心
の
大

切
さ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て

い
る
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、

野
田
淳
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ

ー
ト
「
元
気
か
い
! !
」
を
開
催
し

ま
す
。　
　
　
　

  

※
入
場
無
料

【
と　

き
】　　
　

　

12
月
23
日
㈯・㈷ 

午
後
１
時
30

分
～
３
時
（
開
場
：
午
後
１
時
～
）

【
と
こ
ろ
】　

あ
や
ま
文
化
セ
ン
タ

ー
さ
ん
さ
ん
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】　　

　

教
育
委
員
会
阿
山
分
室　
　

☎
43
・
０
１
５
４

　

島
ヶ
原
文
化
芸
術
ま
つ
り
実
行

委
員
会
に
よ
る
「
島
ヶ
原
文
化
芸

術
ま
つ
り
（
展
覧
会
）」
を
開
催

し
ま
す
。

【
と　

き
】
12
月
17
日
㈰
～
20
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
）

【
と
こ
ろ
】　

島
ヶ
原
会
館

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

【
内　

容
】　　
　

　

島
ヶ
原
地
区
の
保
育
所
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
絵
画
・
写
真
・
書

道
・
俳
句
・
手
芸
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

島
ヶ
原
公
民
館

☎
59
・
２
２
９
１

  

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

　

伊
賀
市
体
育
協
会
で
は
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
な
ど
の
資
質
の
向
上
を

図
る
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】　

12
月
13
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

【
と
こ
ろ
】　

ふ
る
さ
と
会
館
い
が

小
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

▼
テ
ー
マ 

「
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
予

防
と
応
急
処
置
の
方
法
」

《
講
演
》
講
師　

加
藤
公
さ
ん
（
鈴

鹿
回
生
病
院
副
院
長　

整
形
外
科

医
）《
実
技
》
講
師 　

深
間
内
誠

さ
ん
（
レ
オ
ン
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
セ
ン
タ
ー
長　

ア
ス
レ
チ
ッ

ク
ト
レ
ー
ナ
ー
）

【
問
い
合
わ
せ
】  

教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
振
興
室  

☎
22
・
９
６
８
０

　

  

阿
山
支
所
人
権
政
策
推
進
室

男
女
共
同
参
画
講
演
会

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
新
聞
な
ど

の
特
性
を
理
解
し
、

受
け
と
る
情
報
を

男
女
共
同
参
画
の

視
点
で
読
み
解
く

力
を
身
に
つ
け
る
講
演
会
で
す
。

【
と　

き
】　

　

12
月
16
日
㈯　

午
後
２
時
～

【
と
こ
ろ
】　

阿
山
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル

【
講　

師
】　

小
川
真
知
子
さ
ん　

（
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
中
の
男
女
役

割
を
問
い
直
す
会
）　

【
演　

題
】

『
テ
レ
ビ
の
見
方
が
変
わ
る
』

～
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
裏
表
～

【
問
い
合
わ
せ
】

　

阿
山
支
所
人
権
政
策
推
進
室

☎
43
・
０
３
３
４


